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全校朝会校長講話 

 

～６年生、移動教室頑張りました！～ 
 

先週の７日から９日にかけて、６年生は、日光・尾瀬移動教室に行って

きました。この移動教室中に、東京始め関東地方は梅雨入りしたらしいと

いう気象庁の発表がありました。先々週からの天気予報では、移動教室は

ずっと雨続きになると思われていましたが、６年生はとても幸運に恵まれ、

遂に１度も雨具を出すことなく、全ての日程を無事故で終えることができ

ました。１年生の作ってくれたテルテル坊主の効果絶大でした。１年生の

皆さん、真心のテルテル坊主をありがとうございました。 

さて、その移動教室ですが、６年生のこの２泊３日の行動は、実に立派

でした。私は、出発式で、自分たちの力で思い出に残る移動教室にするた

めの指針として３つの「あ」を示しました。それは、 

「あいさつ」「あつまり」「あとしまつ」 

です。挨拶の大切さは、言うまでもありませんが、そこには「おねがいし

ます」「ありがとうございます」という感謝の気持ちがあります。そして、

挨拶は、相手を嬉しい気持ちにさせ笑顔にします。挨拶は、幸せを広げる

行動です。 

「あつまり」をきちんとするためには、次に何をするのか見通しをもって

一人一人がしっかりする必要があります。みんなが気持をそろえて生活す

るためには、一人一人がしっかりするということが何より大切です。 

「あとしまつ」については、去年サッカーワールドカップでの日本人サポ

ーターが、試合後のスタジアムのゴミ拾いをしたことが、世界中で素晴ら

しいと評判になりました。そのとき、ゴミを拾っていたサポーターは、「そ

んなことは、当たり前のことです」といいました。私達日本人にとって、

来る前よりも美しくして帰るというのは、当たり前のことです。これは、

北海道の子も九州の子も全国みんなそうです。どこの小学校でも後始末の

大切を教えます。だから、日本の各地から応援に駆け付けたサポーターは、



すぐに同じ気持ちになってゴミ拾いができたのです。そして、そこには、

常に場所や場所を整えてくださった方々への「ありがとう」の心があるの

です。私達は、「後始末」という形を通して、常に「心」を学んでいるの

です。 

さて、この移動教室でも６年生の素晴らしい行動がたくさん見られました。

一つ一つ紹介したいですが、その中から、お昼ご飯でのエピソードをお話

しましょう。２日目のお昼ご飯は、お店の人が作ってくれたお弁当でした。

食べ終わった容器は、先生が用意したゴミ袋に入れます。食べ終わった子

から捨てていくのですが、１０個も捨てないうちに袋は一杯になりそうで

した。１２０人以上いるのです。いけない、このままではゴミの山になっ

てしまうと思ったそのときに、「容器のふたはふた同士、入れ物は入れ物

同士で重ねよう！」と一人が言いました。そして、その子はすぐに行動を

始めました。班ごとに食べていましたから、同じ形の者同士を重ねてゴミ

を小さくしていこうと各班に呼びかけて自分もさっと行動したのです。さ

らに素晴らしかったのは、その呼びかけが瞬く間に６年生に広がって、す

すんで同じ形のものを集める動きがあちらでもこちらでも起こりました。

一度ゴミ袋に入れられていた容器も、形ごとに整理し直されました。箸や

箸袋、お手ふき、残った物を専用で集める人も出てきました。みんな声を

掛け合って食事が全て終わった時、ゴミ袋はたった２つで済んでしまいま

した。６年生は、何事もなかったかのように、次の見学先に出発しました。

そこには、もちろんゴミ一つも落ちていませんでした。さすが最高学年だ

な、素晴らしいなと感動しました。 

６年生は、先ほどお話した「あいさつ」「あつまり」「あとしまつ」をと

てもしっかり頑張りました。そこには無理をして我慢してなんとかやって

いるというのではなく、実に自然に、当たり前のこととして行う爽やかさ

がありました。６年生は、最高の思い出を作りたい、最高の思い出って何

なんだろうと考えて行動した結果、「あいさつ」「あつまり」「あとしま

つ」の３つの指針を実に自然にクリアしました。 

全校の皆さんにもお伝えします。この６年生が示してくれた、「あいさつ」

「あつまり」「あとしまつ」は、６年生だけの指針ではありません。全校

の皆が大切に挑戦して欲しい指針です。そして、６年生にお話します。移

動教室を終えて、これからの学校生活こそが本番なのです。一人一人がし



っかりするんだ、感謝の気持ちを大切にしよう、こうした気持ちが緩んだ

時、「あいさつ」「あつまり」「あとしまつ」は崩れます。「あいさつ」

「あつまり」「あとしまつ」は形です。形は心がなくなった時に崩れます。

一人一人がしっかりするんだ、感謝の気持ちを大切にしようということが、

自分の中で意識をしなくても「当たり前」になるまで自分への厳しい目を

緩めてはなりません。これからの成長と頑張りと笑顔を心から期待してい

ます。みなの成長をこれからもたくさん応援していきます。先生方も変わ

らぬご指導をどうぞよろしくお願いいたします。 

では、今週も、みんな仲良く協力して、いい１週間をつくっていきまし

ょう。 


